
i-Constructionの取り組みについて
（ＩＣＴ施工技術）

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 

関 東 地 方 整 備 局 企 画 部

《説明項目》

１．i-Constructionの概要
２．ICT工種・実施方針の拡大について
３．ICT施工の発注方式
４．ICT活用工事普及拡大の主な取り組み

（補足）「ICT 」とは Information and Communication Technologyの略
「i-Construction」は国土技術政策総合研究所にて登録商標
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１．i-Constructionの概要
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関東地方整備局
１．i-Constructionの概要 建設業における課題・背景

３つの項目をトップランナー施策として位置付け、H28よりスタート
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建設業における課題・背景 生産性の向上を図るため、ｉ-Constructionを推進

60歳以上 約80万人

生産性向上

30歳未満 約40万人



２．ＩＣＴ工種・実施方針
拡大について
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関東地方整備局
ＩＣＴ工種・実施方針拡大について

実施方針拡大

実施方針拡大

実施方針拡大
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関東地方整備局
ＩＣＴ土工

発注者

OK

i-Construction

設計図に合わせ丁
張り設置

検測と施工を繰
り返して整形

丁張りに合わせて
施工

③ICT建設機械による
施工・施工管理

④検査の省力化①ドローンやＴＬＳによる
高効率３Ｄ測量

②３Ｄ測量データと３Ｄ設計
データによる施工計画

正確な現況測量等により、現場
の状況を適切に把握

施工のシミュレーションに
より、手戻りのない施工
計画の立案

現地で自らが指定した箇所
（１工事につき１断面）の出
来形検査

測量

従来方法

測量の実施

平面図 縦断図

横断図

設計図から施工図を作成
し丁張り箇所の座標を計
算し施工の準備

施工用３Ｄ設計データ提供

書面を電子化
して検査

対象範囲を一点ずつ測量する。
広範な測量には時間が必要

３ＤデータによりICT

建設機械を制御し、
高効率施工を実施。

施工進捗に伴い､全管
理断面の施工管理結
果を記録し管理書類を
作成

ドローン等や施工機械の
作業履歴データにより面
的な形状取得が可能

ヒートマップで
施工結果を表示

異常値がある場合は、帳票に結果が
表示され、一目で判断可能

発注者

OK

画面1枚で実施

管理断面の出来形検査

効率化 効率化効率化
効率化及び緻密化

設計・施工計画 施工 検査
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関東地方整備局
ＩＣＴ舗装工

測量
設計・
施工計画

施工ICT舗装工

検測と施工を繰り
返して整形

丁張りに合
わせて施工

④検査の省力化

ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅにより、短時
間で面的（高密度）な３次
元測量を実施し、３次元
設計データを作成。

ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅの計測結果
活用した検査等により、
出来形の書類が半減。

測量
設計・

施工計画従来方法 施工

これまでの情報化施
工の部分的試行

・作業効率向上
・丁張作業の削減

３次元
データ作成

２次元
データ作成

事前測量の実施 コア抜きによる検査

②ICT建設機械（MCグ
レーダ等）による施工

３次元設計データ等により、
ICT建機を自動制御。

①３次元ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾅ
による事前測量

検査

平面図 縦断図

横断図

設計図から施工
量を算出

発注者

OK

設計図に併
せて丁張り

施工

③３次元データによる出来
形管理

出来形管理においても３次元測
量を行い、計測データと３次元設
計データによる面的な出来形管
理を実施。

３次元点群データ

計測箇所（写真）

検査
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関東地方整備局

ＩＣＴ地盤改良工（深層混合処理工）

工種拡大 ICT地盤改良工（深層混合処理工）

施
工
基
面
整
正

撹
拌
装
置
移
動

改
良
長
管
理

出
来
形
管
理

〇改良位置出しに衛星測位を用いた誘導システムを活用

杭
芯
位
置
出
し

撹
拌
装
置
誘
導

ス
ラ
リ
ー
撹
拌

写
真
管
理等

管
理

ス
ラ
リ
ー
流
量

杭芯位置管理表

Ａパターン Ｂパターン

No.3 No.4 No.5

A1 A2 A3 A4 A5 A6 A7 A8 A9 A10 A11

1

2

3

4

5

6

7

8

9

施工履歴データ
を活用し、設計
改良長を満足す
る改良体を自動
的に着色

全体改良範囲図

〇施工履歴データを活用し出来形管理資料を自動作成

杭番号 Δx Δy 基準髙

No.3-1 ○.○○
cm

○.○○
cm

+2cm

No.3-2 ○.○○
cm

○.○○
cm

+1cm

No.3-3 ○.○○
cm

○.○○
cm

+2cm

No.3-4 ○.○○
cm

○.○○
cm

+3cm

施
工
用
デ
ー
タ

【ICT地盤改良工（深層混合処理工）】

・スラリー撹拌工施工時の杭芯位置だし・撹拌装置誘導に3Ｄ設計データと衛星測位を用いることで
改良位置の目印設置作業・誘導作業が不要

・施工履歴データを用いた出来形管理により、改良位置及び改良深さを記録、基準高・杭間距離の
計測で行われていた掘り起こしを省略
・出来形に関する写真管理を一部省略 注）改良全長を対象としたコア採取は従前同様必要

品
質
管
理

改良位置までの
前後・左右方向
の距離を表示

従来：

改良位置
目印設置

・ＩＣＴ施工工種拡大に伴い策定した基準
施工履歴データを用いた出来形管理要領（案）（固結工（スラリー撹拌工）編）

※フローで囲みがないものは従来手法を想定、

契

約
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関東地方整備局

ＩＣＴ法面工（吹付法枠工）

工種拡大 ICT 法面工（吹付法枠工）

事
前
測
量
実
施

契

約

法
面
清
掃

面
積
確
認

割
付
け
図
作
成

契
約
照
査

割
付
の
現
場
設
置

【ICT法面（吹付法枠工）】

・現況測量・出来形管理にＵＡＶ・ＴＬＳ・ＴＳ（ノンプリ）等を用いることで、斜面上での計測作業を削減
・斜面の複雑な凹凸を面的に計測することで、計測作業を効率化
・出来形・出来高を点群等電子データを利用してデスクトップ上で安全・迅速に実施

〇起工計測にﾚｰｻﾞｽｷｬﾅやUAV等を活用
〇３Ｄ計測データを用いた施工数量（面積）変更

・斜面上の計測員不要
・短時間での作業
・自然法面の複雑な凹凸でも正確に計測できる

〇出来形・出来高計測はﾚｰｻﾞｽｷｬﾅやUAV、ノンプリＴＳの他画像記録
についても活用

〇計測データを活用して、デスクトップ上で計測を実施

網
・鉄
筋
配
置

吹

付

け

出
来
形
管
理

出
来
高
管
理

出
来
形
検
査

従来:凸凹の頂点間を
テープ測量

清掃後の法面をTLS・
UAVにより遠隔測量

1508mm

1
5
1
5
m

m

従来(ﾃｰﾌﾟ測量) TLS・UAVで点群測量 PC上で寸法計測

※フローで囲みがないものは従来手法を想定

・ＩＣＴ施工工種拡大に伴い改定した基準
３次元計測技術を用いた出来形計測要領（案） →吹付法枠工を追加 9



関東地方整備局

切削オーバーレイ工

工種拡大 ICT舗装工（修繕工）

事
前
測
量
実
施

契

約

プ
ラ
イ
ム
コ
ー
ト

数
量
変
更

路
面
切
削

廃
材
搬
出

出
来
形
管
理

契
約
図
面
照
査

合
材
敷
均
し

締

固
め

出
来
形
・

品
質
管
理

【ICT舗装工（修繕工）】

・施工前の現況測量にＩＣＴを活用することにより、車道の交通規制を削減することが可能
・切削深さの出来形管理に施工履歴データの活用を選択肢として追加
・ＩＣＴ建設機械について活用を必須要件としないが活用によりインセンティブ付与

〇起工計測にTSノンプリやﾚｰｻﾞｽ
ｷｬﾅ・等を活用

〇３Ｄ計測を用いた施工数量変更

従来
ﾚﾍﾞﾙ測量

・交通規制削減
・短時間での作業

〇路面切削の施工管理において履歴データ(機械位置と切削刃先の位置或
いは施工指示値を活用）を選択肢として導入

※フローで囲みがないものは従来手法を想定、 点線の部分のＩＣＴ活用は選択による

・ＩＣＴ施工工種拡大に伴い策定した基準
施工履歴データを用いた出来形管理要領（案）（路面切削工編） 10



関東地方整備局

３．ＩＣＴ施工の発注方式

11



関東地方整備局

４．ＩＣＴ活用工事普及拡大
の主な取り組み
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関東地方整備局
３Ｄデータ活用を進める「簡易型ＩＣＴ活用工事」について

○ＩＣＴ土工の施工者希望Ⅱ型において、②3次元設計データ作成、④3次元出来形管理等の施工管理及び⑤3次
元データの納品での活用は必須とする。

○①起工測量で、ＩＣＴを用いた起工測量または従来手法による起工測量が選択出来る。
○③建設機械による施工で、ＩＣＴ建設機械による施工または従来型建設機械による施工が選択出来る。

○工事成績で加点・各段階で経費を変更計上

②3次元設計
データ作成

③ICT建設機械
による施工

【通常のICT施工】

ICT活用必須実施項目 選択項目

※面管理、断面管理のいずれも選択可
※ただし経費に計上するのは面管理を行った場合のみ
※活用部分を基準に則り納品

①3次元起工
測量

②3次元設計
データ作成

⑤3次元デー
タの納品

④3次元出来形管
理等の施工管理

③ICT建設機械
による施工

○ＩＣＴ土工の発注者指定型、施工者希望Ⅰ型において、原則 ①３次元起工測量から⑤３次元データの納品まで
全ての段階で活用するものとする。

○工事成績で加点・経費を変更計上

①3次元起工
測量

・見積徴収 ・見積徴収 ・共通仮設費・現場管理費を補正
・市場単価等を
踏まえ計上

＜各段階の積算方法＞

【部分的なＩＣＴ活用による施工】

⑤3次元デー
タの納品

④3次元出来形管
理等の施工管理

ＩＣＴ土工の施工者希望Ⅱ型による部分的なＩＣＴ活用工事を新たに導入
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○「３Ｄチャレンジ型（試行）」を希望した場合の支援範囲は、河川土工、砂防土工、
海岸土工、道路土工の掘削工、盛土工（路体・路床含む）、法面整形工とし、ＩＣＴ土
工の関連施工工種及び河床等掘削、地盤改良工は対象外とする。

◆ ３Ｄチャレンジ型（試行）の概要 関東地方整備局

◆建設現場の生産性向上を目的としたＩＣＴ活用のさらなる促進を図るため、ＩＣＴ土工の施工者希望Ⅱ型の受注業者（ＩＣＴ
活用の実績がない企業）を対象に建設生産プロセスの全ての段階でＩＣＴ活用に関する技術支援を希望できる３Ｄチャレンジ型
（試行）工事に取り組みます。
◆令和元年12月23日から適用

ＩＣＴ活用工事の実績が無い企業
で、技術支援を希望する場合
《①～⑤を全面活用する場合》
（１）総合評価の対象としない
（２）工事成績で加点評価する
（３）必要経費を変更計上する

（４）関東地方整備局による技術支援
（業務委託者）

【３Ｄチャレンジ型（試行）】

《①～⑤を全面活用する場合》
（１）総合評価の対象としない
（２）工事成績で加点評価する
（３）必要経費は変更計上する

【施工者希望Ⅱ型】（３Ｄチャレンジ型（試行））

技術支援
の希望

ICT活用工
事の希望

ICT工事の
企業実績

無

有

有

有

３Ｄチャレンジ型（試行）の受注

技術支援希望の協議

〇設計図書の３次元化の実施
〇起工測量の実施
〇ＩＣＴ施工の実施
〇出来形計測の実施
〇電子納品

ＩＣＴの協議
（活用方針に沿って、当該工事において
活用する技術及び施工範囲を決定。）

施工計画書の提出
（活用方針に沿って施工計画書を作成。）

実施工の範囲 工事受注者は、施工計
画書に沿って機器の手
配、運用、施工を行う。

従前の通り、実施工
に使用するソフトウェア、
機械についての操作支
援と技術指導について
は、工事受注者が別途
契約した外注先が行う。

○施工内容、現場の把握
・工事概要や施工現場の条件などに
ついて、現場確認との打合せ

○ＩＣＴ活用方針に関する打合せ支援
・類似条件での活用事例の提示
施工内容や現場条件に類する事例

について、ICT活用のポイントや利用

機器・システムの運用方法について
紹介

・ＩＣＴ活用方針（案）の作成
３次元起工測量手法、ICT施工の

対
象範囲、ICT建機の導入のタイミング
や活用方法、３次元設計データの作
成方針と作成範囲、出来形管理手法
案について、ICT活用のメリットとデメ
リットを含めた活用方針案を整理

○施工段階における技術支援
・実施方針や出来形管理要領に関す
る疑義がある場合の質問対応

◆技術支援の内容

技術支援フロー

関東地整及び技術支援委託者
による技術支援の実施

17



関東地方整備局ＩＣＴ施工における積算基準の拡充
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